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	１．教育目標
	２．到達目標
	⑴　がんIVR・放射線治療学に関する最新の知見、新しい技術と臨床応用について理解することができる。
	⑵　がんIVR・放射線治療学に関連した最近の文献を読解できる。
	３．成績評価の方法と基準
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	５．準備学習
	６．フィードバック方法



